
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      令和の皇位継承に伴い、多くの皇室行事が行われております。そこでは、 

平安時代以来の伝統装束が古式に則り、着装されています。 

        こうした着装に実際に携わった著者（衣紋道高倉流）による、初の本格的 

研究書が本書です。装束を学ぶ者にとっては、まず最初に読まなければなら 

ない必読書であると同時に、皇室での実際の着装写真が豊富に納められて 

いるのが大きな特徴です。今回の皇位継承の儀式については多くの報道映 

像が公開されていて、そちらも大変参考になるのですが、それは、十二単を 

はじめとする装束の知識があった上でのことになります。高価な本ですので、 

自分で入手するのは大変ですが、図書館で読むことができるのは幸いです。 

私も「伝統文化（装束）」の授業を設けるにあたり、毎ページ食い入るように勉強 

した記憶があります。 

       日本文化に関心のある人には、ぜひ一度目を通してもらいたいと思います。 
                
       

請求記号： 210.098 

著者記号： Se 64                   新元号を迎え、改めて日本文化を知る良い機会だと思います。 

  配架場所： 4 階 書棚 5 番             ぜひ、皆さん推薦図書を読んでみて下さいね!! 
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